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問題③  「‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾－‾▲‾‾‾‾‾‾‾－－‾‾【‾‾‾‾‾‾‾‾▼▼‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 
大沢君の家から学校までは，500mはなれています。   
】  
学校から石田君の家までは，300mはなれています。  
















からの形の描き方そのものにかかわる学習だからである。   
問題②は，円という形にかかわる直接的な教示を与えずに円を措かせることをねらいとする課  
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目  的  
問題①，問題②，問題③に対して小学生が措く図表現について分析することにより，算数にお  
ける図の理解について考察することを目的とする。以下の3点を具体的な検討課題としたい。  
1．学習者の措く図表現の多様性について。   
2．「図形を措く」という作業にかかわる知識的な要因について。   
3．小学生の措く図表現の空間的な図式の特徴について。  
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表1問題①，問題②，問題③についての分析対象とした学習者の人数  
小4   小5   小6   中1  中2  大学生  
問題①  27  186串  
問題②  27   186＊   11   0
問題（卦  26  21   186＊   11   10  16  
＊印は対応のあるデータであること，－印はデータがないことを示す   
ただし，表1に示したように，分析対象とした各学齢の人数には相当の偏りがある。なお，中  
学2年以降の学習者は「一点から等距離にある点の軌跡としての円」にかかわる事項について既  



























図1 円の図表現の典型例   





た図表現の最も典型的な⊥例である。   





















図2「牛」印と3mのロープの描かれた図表現  図3 情景的に措かれた図表現  
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図5 多方向にロープの伸びた図表現  図4 直線上を歩く牛の図表現  
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図10 鳥撤図の図表現  図11計算と数学的な空間とが対応していない図表現  

















推測する。   
図15は，計算部分について「わからない」，「答えはいろいろある」，「200m～800mの範囲内」  
などとした上で，「家」と「学校」を2次元空間上に配置した図表現の典型的な例である。ここで  







図13 線分図の図表現（2）   図12 線分図の図表現（1）  
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野。もHⅧ・ご関  
知0帆  
図14 異なる2つの解を示す図表現  図15 さまざまな位置関係を示す図表現  






するにとどめ，より詳細な統計的分析は今後の検討課題として残すことにする。   
問題①については，円の形を描けない学習者はごく少数であり，小学校5年生と小学校6年生  
をあわせて213人中，2名（1％）であった。また，213人中，15名（7％）は，半径と直径とを  











表2 問題②に対する学習者の図表現（人数）  
小5 小6 中1 中2  
カテゴリー1「動きなし」 16  71 2  1  
カテゴリー2「中途半端」  6  24  4  1  
カテゴリー3「円」  5  84  5  8  




し」から「中途半端」を経て「円」へと進む準序を想定することができる。   
問題③については，図10，図11のような計算式と図表現との間に関連付けのないものをカテ  
ゴリー1「関連なし」とし，図12，図13のような計算式と図表現との問に関連付けのある直線的  






表3 問題③に対する学習者の図表現（人数）  
小4   小5   小6  中1  中2  大学生  
カテゴリー1「関連なし」   12  12  35  1  0  1  
カテゴリー2「直線図式1」 11  8   118  10  9  0  
カテゴリー3「直線図式2」 1  2  16  0  1  0  
カテゴリー4「指摘」  1  0  9  0  0  15  














表4 問題②と問題③に対する小学校6年生の図表現（人数）  
問題②  
「動きなし」 「途上」 「円」  
「関連なし」  27  5  3  
「直線図式1」  42  17  59  
問題③  
「直線図式2」  2  2  11  
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